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キ
ヤ
レ
ル
氏
保
護
関
税
と
就
業

岡

倉

伯

てと

持
働
の
特
殊
性
が
排
除
さ
れ
る
ま
で
の
比
般
的
短
期
間
を
採

つ
で
見
れ
ば
閥
枕
に
よ
る
輸
入
の
防
遁
ま
た
は
制
限
は
そ
の
図

の
就
業
献
態
を
改
善
し
、
失
業
の
減
少
あ
る
び
は
崎
町
働
者
所
得

の
増
加
を
資
ら
す
と
言
ふ
議
論
は
、
保
護
闘
検
論
の
有
力
な

キ
ヤ
レ
ル
民
保
護
閥
稔
と
就
業

根
擦
と
さ
れ
て
ゐ
る
o
即
ち
労
働
の
特
殊
性
を
仮
定
ナ
れ
ば
、

関
税
は
努
働
力
の
特
換
に
伴
ふ
摩
擦
損
失
を
防
止
し
て
枇
合
線

生
産
の
純
増
加
及
び
労
働
者
所
得
の
増
加
を
招
来
し
得
る
の
で

あ
る
。
閥
枕
の
か
L

る
有
利
な
作
用
は
、
関
税
に
よ
っ
て
新
た

に
就
業
せ
る
轍
入
商
品
生
産
部
門
の
付
労
働
者
の
購
買
力
が
輸
出

商
品
生
産
部
門
に
向
ひ
、

か
く
し
て
輸
出
の
減
少
が
園
内
需
要

の
増
加
に
よ
っ
て
償
は
れ
る
と
百
ふ
保
件
の
干
忙
於
で
質
現
せ

ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
労
働
が
再
訓
練
さ
れ
可
動
的
と
な
れ
ば

H
I
-
-
ワ否、

I
1
H
H
f
R
こ

〉

ご

L

-

E

l

}

乞

ι

E
H至
E
2叩
J
I
F
l
て
は

R
E
F
-
占
記
守

K
J
/
一て

EudJdhψ
之

比
佼
的
劣
位
の
生
産
部
門
の
弊
働
は
、
比
較
的
優
位
の
生
産
部

門
に
移
動
す
る
。
そ
れ
が
岡
氏
線
所
得
を
増
加
し
、
惹
い
て
は

持
働
者
所
得
を
も
増
加
し
て
就
業
欣
態
を
改
善
す
る
こ
と
は
比

較
生
産
費
読
の
数
ふ
る
湿
り
で
あ
る
。
と
れ
に
反
し
、
保
護
閥

税
は
一
般
に
持
働
を
比
較
的
劣
位
の
生
産
部
門
に
間
着
せ
し
め

で
、
そ
の
閣
の
図
民
綿
所
得
を
減
少
し
、
惹
い
て
は
弁
働
者
所

得
を
も
減
少
せ
し
め
る
。
以
土
の
命
題
は
周
知
の
如
〈
『
弁
働

力
の
樽
換
』
の
現
論
を
前
提
し
て
ゐ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
準
講
師
E
・
キ
ヤ
レ
ル
は
、
彼
の
最
近
の
論
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キ
ヤ
レ
ル
民
保
護
関
税
と
就
業

文
に
於
で
保
護
関
税
が
岡
氏
綿
所
得
を
増
加
し
、
溶
い
て
は
弊

働
者
所
得
を
も
増
加
し
得
る
こ
と
を
論
設
し
よ
う
と
企
て
L
ゐ

る
。
叫
似
の
論
議
は
労
働
力
の
叫
換
の
理
論
と
表
阿
的
に
は
封
立

す
る
前
提
'
凶
ち
興
へ
ら
れ
た
る
岡
氏
経
済
内
部
に
於
て
持
働
人

口
が
増
加
し
、
従
っ
て
一
部
門
の
抗
張
に
必
要
た
務
働
力
は
他

の
部
門
か
ら
の
州
税
在
伐
た
す
し
寸
、
新
付
吋
働
者
に
よ
っ
て
柿

充
き
れ
日
付
る
と
話
ム
恥
拐
か
ら
山
附
設
し
て
ゐ
る
。

!
?
A
L
t
h

ほ
プ
砧
削

R
、

の
m
v
l
h
比
Y
M
H
M
Fノ

口
が
増
加
す
る
と
言
ふ
仮
定
の
下
に
、
新
第
働
者
が
自
由
貿
易

の
下
で
輪
出
商
品
生
産
部
門
に
就
業
す
る
場
合
に
資
さ
れ
る
図

民
総
所
得
と
、
彼
等
が
保
謎
貿
易
制
度
の
下
で
輸
入
商
品
生
産

部
門
に
就
業
す
る
揚
合
に
衡
さ
れ
る
閣
民
総
所
得
と
を
比
較
す

る
と
と
に
よ
っ
て
貿
易
政
策
的
判
断
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
。

而
し
で
か
L
る
制
断
を
基
礎
付
げ
る
た
め
の
理
論
的
要
具
と
し

て
、
彼
は
『
需
要
及
び
似
給
の
法
則
』
を
採
り
上
げ
る
。
ま
こ
と

に
『
輸
入
の
支
排
び
の
た
め
に
生
産
さ
る
べ
き
財
貨
は
と
の
生

産
さ
れ
た
る
財
貨
の
数
量
か
ら
澗
立
た
交
換
債
値
を
持
つ
も
の

で
は
友
い
。
・
:
搬
入
の
支
捌
ひ
の
た
め
に
生
産
さ
る
ぺ
き
締
交

換
債
値
は

l
l興
へ
ら
れ
た
る
有
数
需
要
の
下
に
於
て
は
1

1

第
四
十
四
巻

一
三
四
四

第
六
競

四
O 

供
給
と
し
て
現
れ
る
財
貨
の
量
及
び
そ
の
常
に
照
感
す
る
車

位
債
格
に
依
存
す
る
。
」
一
そ
と
で
キ
ヤ
レ
ル
に
取
で
つ
問
題
は

次
の
如
く
提
起
さ
れ
る
。
新
労
働
者
を
輸
出
商
品
生
存
部
門
に

就
業
せ
し
め
、
大
左
る
供
給
と
安
き
伯
仲
情
と
に
よ
っ
で
邸
周
ら
さ

れ
る
綿
牧
(
止
と
、
彼
等
を
輸
入
商
品
生
産
部
門
に
就
業
せ
し
め
、

小
去
る
供
給
と
向
き
刷
、
特
と
に
よ
っ
て
筒
ら
さ
れ
る
線
牧
径
と

H
h
h

そ
の
熱
れ
が
大
で
あ
る
か
、
以
下
彼
の
主
張
の
犬
要
を
招

介
し
且
つ
簡
単
な
批
評
を
附
け
加
へ
度
い
と
思
ふ
。

い
ま
一

0
0
0人
の
い
間
労
働
者
が
輪
出
商
品
生
涼
部
門
に
就
業

し
て
ゐ
る
特
定
の
同
氏
経
済
に
於
て
、
新
た
に
一

O
O人
の
労

働
者
が
増
加
す
る
も
の
と
し
よ
う
。

一
人
の
野
働
者
は
一
経
済

期
間
に
一
同
単
位
の
輪
出
商
品
を
生
産
し
、
労
働
人
口
増
加
前
の

労
賃
に
附
…
舷
す
る
輪
同
商
品
の
俳
給
使
格
は
五
マ
ル
ク
で
る
る

と
す
る
。

ま
た
輸
入
商
品
の
外
国
供
給
傾
絡
は
四
、
五

O
マル

ク
で
る
り
、
園
内
供
給
倍
、
格
は
問
、
七

0
マ
ル
ク
で
あ
る
も
の

と
し
。
且
つ
闘
内
に
於
て
は
一
人
の
勢
働
者
は
一
経
済
期
間
に

一
単
位
の
輸
入
商
品
宝
生
産
し
得
る
も
の
と
す
る
。
-
一
品
ふ
ま
で
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も
友
く
一
商
品
が
檎
入
さ
れ
る
の
は
、

必
や
し
も
と
の
商
品
の

賓
質
費
用
が
輸
出
闘
に
於
て
絶
叫
制
的
に
低
い
こ
と
を
意
味
し
た

ぃ
。
特
定
の
財
貨
の
貫
負
費
用
は
、
輸
出
闘
に
於
け
る
よ
り
も

輪
入
園
に
於
て
低
く
し
仁
も
、
輸
入
園
の
貨
幣
月
九
貨
が
輪
出
閣
の

そ
れ
よ
り
も
高
い
結
果
と
し
て
、

そ
の
財
貨
の
貨
幣
供
給
債
格

は
輪
出
聞
に
於
て
愉
入
閣
に
於
け
る
よ
り
も
低
〈
在
る
場
合
が

あ
る
ロ

そ
れ
は
周
知
の
如
く
比
較
生
花
焚
の
貨
幣
去
現
で
あ

る。
開
山
中
の
た
め
K
自
由
貿
易
制
lk
の
下
K
成
立
寸
お
剛
一
際
八
月
来

は
完
全
で
あ
る
と
俄
定
し
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
自
由
貿
易
制
度

の
下
で
は
、
各
閣
は
い
づ
れ
も
白
閣
の
比
較
的
優
位
の
生
産
部

門
に
完
全
に
特
殊
化
ず
る
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
五
円
々
の
一
問
題

と
す
る
関
民
経
済
は
白
由
貿
易
の
下
で
は
、
怜
同
商
品
の
み
を

生
庵
す
る
も
の
と
す
る
。
持
働
人
口
増
加
前
に
は
、

一0
0
0

人
の
崎
町
働
者
が
一

0
0
0軍
位
の
峨
山
内
商
品
を
生
直
し
@
そ
の

車
位
債
格
は
五
マ
ル
ク
で
あ
る
と
仮
定
し
た
か
ら
、

と
の
場
合

の
乙
の
図
民
経
済
の
線
牧
径
は
五

0
0
0
マ
ル
ク
で
あ
る
。

ま
自
由
貿
易
制
度
の
下
に
於
て
一

O
O人
の
新
努
働
者
が
品
川
出

キ
ヤ
レ
ル
氏
保
護
関
税
と
就
業

L 、

商
品
生
産
部
門
に
追
加
的
に
就
業
す
る
と
き
は
、

持
働
力
の
供

給
増
加
の
結
山
市
と
し
て
弊
貨
が
低
下
す
る
。
持
賃
の
低
下
は
愉

出
商
品
の
供
松
川
田
俸
の
低
下
と
な
っ
て
現
は
れ
、
輸
出
数
量
の

増
加
を
夜
十
。
か
〈
て
今
や

一
O
O人
の
叫
労
働
者
の
生
産
物

た
る
一
一

O
O草
位
の
商
品
が
愉
出
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
弁
賃

低
下
の
結
果
と
し
て
輸
出
債
格
が
低
下
す
る
か
ら
、
輸
出
数
量

の
明
加
が
そ
の
ま
L
線
牧
径
の
増
加
と
託
っ
て
表
現
さ
れ
る
と

と
は
友
い
o
依
り
に
情
出
債
格
が
従
来
の
五
マ
ル
ク
か
ら
四
、
九

、ノ7
レ
ケ
三
本
会
戸
「
/
己
:
「

L
r、

f
k
こ

J

J

ルト
1
f引
い
↑

'
I
プ
f
1
C
F

品

Z
I
I

r
汀
コ
ノ
t
r
fト
主
弓
〉
一
、
こ
A

市、

J
d
1
4
A
C
b
l
z
弘司一
u
h
u
d
v
「

ル

ト

』

け
る
と
の
岡
氏
経
消
の
綿
牧
径
は
五
三
九

0
マ
ル
ク
ム
」
友
る
。

突
に
一

O
O人
の
新
帥
労
働
者
が
保
護
関
税
制
度
の
下
に
於
て

機
入
商
品
生
産
部
門
に
就
業
す
る
場
合
を
考
へ
ょ
う
。
前
述
の

仮
定
で
は
倫
入
商
品
の
閣
内
供
給
債
格
は
外
国
の
そ
れ
よ
り
も

。
、
一
一
マ
ル
ク
高
い
。
と
の
こ
と
は
興
へ
ら
れ
た
る
労
賃
で
は
岡

内
の
品
川
入
商
品
生
産
者
が
外
国
の
生
産
者
と
競
争
し
得
友
い
と

と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
一

O
O人
の
新
労
働
者
を
興
へ
ら
れ

た
る
芥
貨
で
輸
入
商
品
の
生
産
に
就
業
せ
し
め
る
た
め
に
は
、

保
護
闘
税
に
よ
っ
て
外
国
の
競
一
守
を
排
除
し
、

乙
の
部
門
の
牧

第
四
十
四
巻

四
五

第
六
銃

Ji'J 
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キ
ヤ
レ
ル
氏
保
護
闘
稔
と
就
業

九
分
性
を
高
め
ね
ば
左
ら
左
い
。
関
税
に
よ
つ
で
外
図
の
競
争
を

一
O
O人
の
労
働
者
は
問
.
七

0
マ
ル
ク
の
供

排
除
す
れ
ば
‘

給
僚
絡
で
一

0
0単
位
の
輸
入
商
品
を
生
産
し
得
る

d

従
っ
て

そ
の
牧
谷
は
凶
七

0
マ
ル
ク
で
あ
る
。
併
し
同
門
で
生
産
さ
れ

た
る
一

O
O軍
位
を
外
岡
幽
か
ら
輸
入
す
れ
ば
四
五

0
マ
ル
ク
を

そ
れ
放
に
悶
門
司
し
生
産
さ
れ
た
る
一

0
0

軍品
u
h
u
職
人
前
日
川
の
『
事
費
上
の
交
故
偵
依
』
は
四
五

0
マ
ル
ク

文
排
へ
は
足
り
ろ
。

で
あ
る
。
而
し
て
保
議
関
税
制
度
の
下
で
は
新
第
一
働
者
は
聡
入

商
品
生
産
部
門
に
就
業
す
る
か
ら
、
輪
山
川
商
品
生
産
部
門
の
弊

賃
I
A
び
供
給
債
格
は
従
来
の
ま
、
に
維
持
さ
れ
る
。
邸
ち
輸
出

商
品
生
産
部
門
に
於
て
は
、

一
0
0
0人
の
持
働
者
が
五
マ
ル

ク
の
債
格
で
一

0
0
0翠
佐
の
輪
阿
南
口
聞
を
生
産
す
る
。
従
つ

て
輸
出
商
品
生
産
部
門
は
従
来
週
り
五

0
0
0
マ
ル
ク
の
牧
谷

を
事
げ
る
。
そ
れ
放
に
保
護
闘
税
制
度
の
下
に
於
で
は
五
四
五

0
マ
ル
ク
の
債
値
額
が
生
産
さ
れ
る
。

と
の
額
は
自
由
貿
易
制

度
の
下
に
於
て
貫
現
さ
れ
る
債
値
額
よ
り
も
六

0
マ
ル
ク
大
で

る
る
。
邸
ち
『
保
護
側
税
は
営
該
国
民
経
済
に
と
っ
て
財
貨
供

給
の
改
普
を
意
味
す
る
が
故
に
:
:
:
経
済
的
に
利
益
で
る
弘
o
』

第
四
十
四
巻

一
三
四
六

第
プす
鉱

四

斯
〈
の
如
ぐ
山
開
設
闘
税
は
、
労
賃
及
び
輸
出
供
給
債
格
の
低

下
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
首
該
国
民
経
済
を
し
て
可
能
的

最
大
の
交
換
悦
値
初
を
獲
得
せ
し
め
る
。
比
蚊
生
産
費
試
は
白

由
貿
易
が
貿
易
山
口
同
事
閣
の
各
々
に
と
っ
一
し
利
証
で
あ
る
こ
と
を

殺
へ
る
。
こ
の
救
護
直
慨
は
訣
り
で
は
な
い
。
け
れ
rL
も
干
ヤ

レ
ん
に
依
れ
ば
.
『
白
一
向
貿
易
が
首
事
国
の
各
々
に
と
っ
て
利
小
企

で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
必
宇
し
も
そ
れ
が
あ
る
特
定
の
一
闘

民
粧
品
川
に
針
し
て
可
能
的
最
大
の
牧
径
を
質
ら
す
こ
と
を
意
味

し
た
い
。
』
人
は
次
の
如
く
言
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
輸
出
商
品
生

産
部
門
の
耐
夕
食
の
低
下
は
輸
出
債
絡
を
低
下
せ
し

b
、
そ
れ
は

輸
入
闘
の
利
訴
と
在
る
。
そ
れ
故
に
す
ぺ
て
の
諸
岡
氏
粧
怖
を

一
関
と
し
て
考
へ
れ
ば
、
自
由
貿
易
は
す
べ
て
の
岡
民
経
済
に

謝
す
る
財
貨
供
給
を
改
善
す
る
と
。
併
し
『
同
氏
絵
済
の
経
済

的
目
棋
は
自
闘
の
図
民
経
済
が
最
大
可
能
の
牧
盆
を
獲
得
す
る

と
と
で
あ
っ
て
、
世
界
の
他
の
岡
氏
経
済
が
損
失
を
蒙
る
か
又

は
利
爺
を
受
け
る
か
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
討
。
』

一
闘
が
世
界
市
揚
に
於
て
獲
得
し
符
る
綿
牧
谷
は
、
似
品
廿
と

。。ι
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数
量
と
の
依
存
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
興
へ
ら

れ
た
る
有
穀
需
要
を
仮
定
す
る
友
ら
ば
、
供
給
数
量
(
輪
出
教
室
)

を
制
限
し

よ
り
高
き
債
絡
を
寅
現
ず
る
こ
と
が
一
閣
の
経
済

的
合
目
的
性
に
合
致
す
る
場
合
が
あ
り
符
る
。
換
百
す
れ
ば
「
悶

内
に
於
て
は
輪
出
財
の
方
が
品
川
入
財
よ
り
も
相
針
的
に
安
く
生

産
さ
れ
得
る
に
し
て
も
、
輸
出
財
の
供
給
を
増
加
す
る
こ
と
に

依
っ
て
牧
径
の
附
加
を
計
る
よ
り
も
、
ふ
蜘
川
山
川
の
供
給
数
日
瓦
を

制
限
し
且
つ
同
時
に
相
釘
的
に
向
的
な
川
品
川
(
輸
入
財
)
の
一
定

大
な
る
ァ、
4ど

般
利
益芯
を
享
け
る
こ
と

古、

百rz-

曹の
九

...阪1

Z H 
3向、;巨"
b"J作

と泊L

ι〉 よ
主り

回
豆
を
向
己
生
守
す
る
と
と
に
よ
っ
て

張
が
巨
し
い
と
す
れ
ば
、
保
設
闘
税
が
岬
労
働
者
所
得
を
も
掛
け
加

し
・
就
業
献
態
を
改
善
す
る
と
一
一
一
同
ふ
議
論
も
ま
た
火
日
易
に
肯
か

れ
る
。

仮
り
に
二

0
0
0人
の
叫
労
働
者
が
倫
出
石
炭
生
産
に
従
事
し

て
居
り
、

そ
の
時
間
労
貨
が
一
マ
ル
ク
で
あ
る
如
き
一
岡
氏
経

消
に
於
て
、
新
た
に
七

O
O人
の
柏
町
働
者
が
増
加
す
る
も
の
と

し
よ
う
。
と
の
新
叫
労
働
者
を
最
合
目
的
的
に
就
業
せ
し
め
る
た

め
に
は
、
彼
等
を
い
づ
れ
の
部
門
の
持
働
に
従
事
せ
し
め
る
ペ

キ
ヤ
レ
ル
氏
保
詫
闘
殺
と
就
業

き
で
あ
る
か
。
新
労
働
者
が
自
由
貿
易
制
度
の
下
に
於
て
輸
出

石
山
女
生
産
部
門
に
就
業
す
る
と
す
れ
ば
、
労
働
者
の
増
加
の
結

田
市
と
し
て
こ
の
部
門
の
持
貨
が
恐
ら
〈

O
、
九
マ
ル
ク
に
低
十

す
る
で
あ
ら
う
。
持
貨
の
低
下
は
輸
出
石
炭
供
給
債
格
の
低
下

と
友
っ
て
現
は
れ
、
石
茨
輸
出
の
精
加
従
っ
て
輪
出
石
炭
生
産

部
門
の
披
張
を
惹
き
起
す
。
今
や
二
七

O
O人
の
労
働
者
が

。
、
九
マ
ル
ク
の
時
間
労
賃
で
輸
出
石
茨
生
産
に
従
事
す
る
が

故
に
、
と
の
揚
A
u
の
持
向
者
鳩
山
川
得
は
二
四
一
二

0
マ
ル
ク
で
あ

る
(1 

次
に
七

O
O人
の
新
持
働
者
が
輸
入
財
た
る
護
産
物
の
生
産

に
従
事
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
を
考
へ
ょ
う
。
彼
等
を
輿
へ
ら
れ

た
る
労
賃
(
一
マ
ル
ク
}
で
農
業
部
門
に
就
業
せ
し
め
る
た
め
に

は
、
農
業
保
護
関
税
に
よ
っ
で
と
の
部
門
の
牧
続
性
を
高
め
ね

ば
校
ら
友
い
。
保
護
闘
税
制
度
の
下
に
於
て
七

O
O人
の
新
持

働
者
が

マ
ル
ク
の
名
同
時
問
弁
貨
で
就
業
す
れ
ば
、
彼
等
の

名
肖
所
得
額
は
七

0
0
マ
ル
ク
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
と
の
額
を

直
ち
に
彼
等
の
賓
質
的
た
所
得
獄
と
見
倣
す
と
と
は
出
来
な

ぃ
。
何
と
な
れ
ば
農
業
保
護
闘
税
は
、
反
面
に
於
て
持
働
者
の

第
四
十
四
巻

一
=
一
四
七

四

第
六
披
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キ
ヤ
レ
ル
民
保
護
掬
税
と
就
業

消
費
財
た
る
農
産
物
債
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
彼
等
の
所
得
額
を
賓
質
的
に
評
倒
す
る
た
め
に
は
、
名

目
所
得
摘
を
消
費
財
依
格
の
騰
氏
率
に
よ
っ
て
割
引
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

い
ま
『
営
一
一
校
生
産
物
が
外
凶
か
ら
安
〈
輸
入
さ
れ
得

る
と
-
一
コ
口
ふ
事
情
を
順
成
し
て
、
持
働
者
は
賃
際
に
は

0
.
八
五
マ

ル
ク
の
交
換
偵
純
の
生
時
比
相
肱
寸
る
労
賃
宇
-
取
得
寸
か
」
も

の
と
吋

J

竹
山
。
し
か
払
と
き
は
飢
詰
問
松
制
反
の
下
に
於
け
る
乏

の
園
民
経
済
の
持
働
者
綿
所
得
は
、
輪
出
石
炭
生
産
部
門
の
二

0
0
0人
の
帥
労
働
者
の
所
得
額
た
る
二

0
0
0
マ
ル
ク
及
ぴ
農

業
部
門
の
七

O
O人
の
持
働
者
の
所
得
額
た
る
五
九
五
7

ん

ク
、
合
計
二
五
九
五
マ
ル
ク
で
あ
る
。

と
の
所
得
額
は
白
山
貿

日
却
制
度
の
下
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
も
一
六
五
マ
ル
ク
大
で
る

態る
を。

改そ
菩れ
ず故
るl]'jt亡。F 保

護
関
税
』土
持
働
者
所
得
を
増
力日
し

就
業
:!jjC 

四

以
上
は
最
近
設
表
さ
れ
た
る
キ
ヤ
レ
ル
の
樹
税
鰭
護
論
の
大

要
で
あ
る
。
彼
の
議
論
に
於
け
る
最
も
根
本
的
友
疑
問
は
次
の

鮪
に
存
ず
る
。
邸
ち
殺
に
於
て
は
闘
税
は
曜
に
輸
入
商
品
生
産

第
四
十
回
答

四
月、

第
六
競

E羽
lI'l 

部
門
の
均
衡
保
件
を
捷
動
せ
し
め
る
ぞ
け
で
あ
り
、
輪
出
商
品

生
産
部
門
に
は
無
影
響
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
射
で
あ
る
の
開

税
は
、
山
市
し
て
キ
ヤ
レ
ル
の
抽
出
期
す
る
が
如
く
、
輸
出
商
品
生

市
町
部
門
の
牧
一
位
及
び
労
働
者
所
得
を
穏
化
せ
し
め
な
い
で
あ
ら

う
か
。関

税
は
な
る
税
保
設
さ
れ
た
る
部
門
の
牧
凝
性
を
向
比
、
押
川

弊
働
者
を
と
の
部
門
に
就
業
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
、
少
〈

と
も
一
時
的
に
は
首
該
閣
の
輸
出
部
門
の
供
給
僚
件
の
費
動

(
努
貨
の
下
落
)
を
防
止
し
得
る
で
あ
ら
う
o
け
れ
ど
も
闘
税
に
よ

る
輸
入
の
減
少
は
や
が
て
相
手
国
に
於
け
る
購
買
力
の
減
退
と

た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
多
か
れ
少
か
れ
自
国
の
鴨
川
商

ロ
聞
に
叫
制
す
る
需
要
僚
件
を
悪
化
せ
し
め
る
。
相
手
闘
に
於
け
る

購
買
力
の
減
退
が
如
何
在
る
科
皮
に
白
周
の
輪
出
商
品
に
針
す

る
需
要
傑
件
そ
悪
化
せ
し
め
る
か
、
換
言
す
れ
ば
輸
出
債
格
従

っ
て
輸
出
部
門
の
牧
径
を
如
何
程
低
下
せ
し
め
る
か
は
、
主
と

し
て
輸
出
商
品
に
針
す
る
相
手
闘
の
需
要
の
強
制
性
に
依
存
す

る
事
柄
で
あ
る
。

輸
出
商
品
に
到
す
る
針
千
閣
の
需
要
が
強
靭
で
あ
り
、
購
買

E， CaTelI: a. a. O. S. 145 こ Lで『交換f買値の生産」と言」、言葉は閥授によ
るf町格襲撃動を排除せる償イ巨額の生産と言ふ意味に俳梓して支障ない。
閥稔による農産物間格の騰貴は輪出部門の勢働者の穴lIt所得をも低下せしめ
る筈である。それ故に聡出部門の努働者所得額制d来羽目 :!OOUマルクとした
白は正し〈ない。
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力
の
減
退
が
直
接
に
検
問
商
品
に
謝
す
る
需
要
の
減
退
と
な
っ

るて
る12)現

lま
れ
た
ν、
身J
b、
仁E

』と

は

総
同
商
品
償
格
の
下
落
は
軽
微
で

と
れ
に
反
し
輪
山
川
商
品
に
針
す
る
相
手
凶
の
需
要
が
強

級
で
な
く
、
相
手
閣
に
於
け
る
購
買
力
の
減
退
が
直
接
に
輸
出

商
品
に
針
ナ
る
常
援
の
減
退
去
友
っ
て
現
は
れ
る
場
合
に
は
、

輪
山
川
商
品
川
時
併
の
下
落
は
著
L
M
o
か
く
の
如
き
揚
合
に
は

保
議
山
間
税
凶
の
檎
山
内
部
川

ω
牧
径
は
キ
ヤ
レ
ル
の
拍
周
期
す
る
が

如
く
五

0
0
0
マ
ル
ク
で
は
た
く
し
て
、

そ
れ
よ
り
も
著
し
く

小
で
な
け
れ
ば
な
ら
泣
い
。

勿
川
畑
品
川
山
川
高
日
川
に
肘

F
る
相
子
同

の
需
一
長
の
強
縦
性
を
具
悌
的
に
確
認
す
る
と
と
は
図
維
で
る

る
。
け
れ
ど
も
闘
従
に
よ
る
輸
入
の
減
少
は
多
か
れ
少
か
れ
自

図
の
輸
出
商
品
に
針
す
る
需
要
保
件
を
も
悪
化
せ
し
め
る
こ
と

だ
け
は
確
買
で
あ
る
。

外
闘
に
於
け
る
腕
民
力
の
減
退
が
直
接
に
保
議
関
税
閣
の
轍

同
商
口
聞
に
謝
す
る
需
要
の
減
退
従
っ
て
輪
山
川
商
品
債
格
の
下
落

ム
」
な
っ
て
現
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
保
誕
刷
税
凶
の
就
業
状
態
も

ま
た
悪
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
輸
出
商
品
債
格
の
下
落
は
こ
の

部
門
の
牧
益
性
を
低
下
し
、
生
産
者
は
労
働
者
に
謝
し
て
従
来

キ
ヤ
レ
ル
氏
保
護
関
税
と
就
業

の
持
貨
を
支
榔
び
州
押
な
く
な
る

J

従
っ
て
と
の
部
川
内
持
働
者

は
低
音
」
持
貨
に
廿
ん
や
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
失
業
せ
ね
ば
た

一一一一一一

ら
た
い
。
輪
山
川
商
品
生
産
部
門
の
持
働
者
川
得
額
の
減
少
が
闘

税
に
よ
っ
て
轍
入
商
品
生
産
部
門
に
就
業
せ
る
労
働
者
の
所
得

額
を
超
過
す
れ
ば
.
そ
と
に
と
の
聞
記
経
済
の
畑
町
働
者
所
得
額

の
純
減
少
が
生
中
る
。

け
れ
ど
も
特
定
の
保
件
の
下
に
於
て
は
、
聞
の
怖
に
上
っ
て
輪

同
部
門
が
阻
害
さ
れ
友
い
場
合
も
考
へ
符
ら
れ
攻
い
理
で
は
た

い
3

既
に
指
摘
レ
た
場
合
の
他
に
次
の
校
た
揚
九
日
も
巧
へ
ら
れ

る
。
周
知
の
如
〈
闘
税
は
先
づ
輸
入
を
減
退
せ
し
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
営
該
国
の
貿
易
牧
支
h
g
改
善
す
る
。
と
の
貿
易
牧
支

残
高
が
金
の
流
入
と
な
っ
て
貫
現
ず
れ
ば
、
圏
内
物
債
の
騰
貴

従
っ
て
輪
出
の
減
退
を
結
旧
市
せ
ざ
る
を
得
た
い
。

こ
れ
に
反
し

そ
の
残
高
が
直
ち
に
他
の
商
品
の
輸
入
或
ひ
は
封
外
投
資
の
た

め
に
支
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
.
貨
幣
機
構
の
愛
動
を
待
っ
と
と

友
し
に
新
し
い
均
衡
が
回
復
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
闘
内
物
債

は
不
援
に
維
持
さ
れ
、
従
っ
て
輸
出
の
減
退
と
は
な
ら
な
い
。

謂
は
ピ
特
定
商
口
聞
に
謝
す
る
闘
殺
の
作
用
が
他
の
商
品
の
追
加

第
四
十
回
答

四
九

第
六
僻

四
五
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キ
ヤ
レ
ル
民
保
護
関
税
と
就
業

的
輪
入
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。
と
h

に
不
念
日
間
の
輸
入
を
緊

急
口
聞
の
輸
入
に
代
置
す
る
政
策
の
訓
論
的
根
擦
が
血
(
へ
ら
れ

る
。
け
れ
H

ど
も
そ
れ
は
明
ら
か
に
一
岡
田
川
経
済
に
於
け
ろ
杢
緯

的
就
業
の
改
装
川
と
は
虹
筏
に
は
無
開
係
で
あ
る
。

特
殊
の
依
件
を
考
肢
に
入
れ
た
い
と
す
れ
ば
、
闘
税
は
一
般

H
闘
際
分
訟
を
紛
ル
7JI
、
川
町
仰
を
比
較
的
劣
位
の
生
際
部
門
に

阿
着
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
一
枇
合
総
生
産
の
減
少
を
結
果
す

る
と
言
は
ね
ば
た
ら
左
い
。
と
の
と
と
は
、
若
し
分
配
開
係
に

耕
民
化
む
し
と
す
れ
ば
、
営
該
図
民
経
済
の
時
労
働
者
賓
質
所
得
の

結
針
的
減
少
を
意
味
す
る
。
闘
税
が
八
月
配
間
開
係
に
及
げ
す
作
用

と
し
て
は
、
大
鰐
弐
の
様
に
一
一
昌
ふ
乙
と
が
出
来
る
。

D
営
該
部

門
の
特
殊
的
生
産
手
段
の
債
格
は
騰
貴
す
る
。
の
比
較
的
優
位

の
生
産
部
門
の
特
殊
的
生
産
手
段
の
債
格
は
、
閲
税
に
よ
る
輪

出
減
少
の
結
果
と
し
て
下
落
す
る
。
め
多
方
面
の
用
迭
を
持
つ

生
産
手
段
(
持
働
)
の
債
格
も
ま
た
、
枇
合
百
総
生
産
の
減
少
の
結

果
と
し
て
下
落
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
下
溶
は
、
の
の
下
落
よ

り
も
聴
微
で
あ
る
。
4

ん
も
と
の
一
般
的
命
題
も
ま
た
、
首
該
生

産
部
門
の
持
働
集
約
性
及
び
供
給
の
開
力
性
に
よ
っ
て
一
定
の

第
四
十
四
巻

一=一軍
O

第
プ言
説

一
四
六

制
限
を
受
け
る
。
一
一
闘
に
於
て
営
該
生
産
部
門
の
勢
働
集
約
性

が
闘
税
に
よ
っ
て
問
害
さ
れ
る
生
産
部
門
の
弊
働
集
約
性
よ
り

も
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
生
産
は
よ
り
少
量
の
持
働
と
他
の
生

産
製
薬
と
の
結
合
に
於
て
行
は
れ
、
持
働
者
賞
質
所
得
は
絶
叫
制

的
に
の
み
た
ら
や
相
川
制
比
も
減
少
す
る
。
反
州
制
の
叩
朝
合

κは
反

針
寸
あ
品
。
そ
れ
は
カ
ツ
セ
ル
疏
K
一一-口〈山
u
、
齢
れ
U

掛
A

山
口
に
は

勢
働
の
相
針
的
稀
少
性
従
っ
て
限
界
生
産
力
が
低
下
し
、
後
の

揚
A
口
に
は
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
面
に
於
て
首
該
生
産
性
部

門
の
供
給
が
開
力
的
で

b
り

必
要
注
債
格
騰
貴
が
僅
少
で
足

る
揚
合
に
は
、
首
該
商
ロ
聞
に
劃
す
る
需
要
減
退
は
比
較
的
軽
少

で
あ
る
。
従
っ
て
葬
貨
の
歴
迫
も
軽
少
で
る
る
。

か
〈
考
へ
れ
ば
、
闘
税
と
就
業
と
の
関
係
に
就
い
て
の
判
断

は
外
国
及
ぴ
園
内
に
於
け
る
各
生
産
部
門
の
需
要
及
び
供
給
の

開
力
性
、
葬
働
集
約
性
等
の
極
め
て
複
雑
友
諸
僚
件
に
依
存

し
、
従
っ
て
一
律
左
判
断
を
下
し
得
た
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

己申里占は確かに闘程#蒋D 有力なー根擦である。それについては技術の遊歩
が勢働所得に及ぼす作用と同ーの額黙から判断さるべ啓である"
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